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芳野 まい（よしの まい） 

准教授 

専門分野／文学、映画のなかのファッション、ヘアメイクの

研究。フランス語・フランス文化研究。 

 

フランス20世紀初頭の作家マルセル・プルーストの『失われ

た時を求めて』を読み、フランス語とフランス文化の研究を

志しました。東京大学教養学部教養学科フランス科卒。フラ

ンス政府給費留学生として渡仏。NHKラジオ講座「まいにちフ

ランス語」、「ファッションをひもとき、時を読む」講師。主

訳書に『香水 ― 香りの秘密と調香師の技』(白水社 文庫ク

セジュ)。 

 

「フランス人は10着しか服を持たない」か？ 
 すこし前に『フランス人は１０着しか服を持たない』という本が評判になりました。以

来よく「ほんとうですか？」と聞かれます。 

 じっさいには、ほんとうに１０着しか服を持たない人は、さすがにあまりいません。で

すが、たしかに、世界的に「おしゃれ」と評判の高いパリジェンヌ（パリに住む女子）も、

たとえば同世代の日本の女子と比べると、持っている服や小物はずっと少ないのです。そ

れで、なぜ、「おしゃれ」か？ 

 大きく二つの理由があります。ひとつは、「試着」です。パリで服を買いにいくと、試着

室の前に行列ができています。大量の服を持った人たちが試着室に入り、が、出てくると

きには、そのなかの１着だけを残して、ほかはすべて店員さんに返してしまいます。１着

も残さないこともよくあります。「試着に試着を重ね、自分の体型、髪や目、肌の色を引き

立てるものしか、買わない」のです。 

 もうひとつは、「割り切り」です。試着に試着を重ねて選んだ服や小物は、とうぜんその

人によく似合っていますが、その似合った格好を、堂々と、繰り返します。「似合っていれ

ば、（ある程度）いつも同じでも、構わない」と割り切るのです。似合った格好を繰り返す

ほうが、それほど似合わない、違う格好をしているよりかっこいいという考えで（自分に

とっても、周りの人にとってもいちばんメリットが大きいから）、そこからぶれることはあ

まりないのです。 

 材料が多ければ多いほどいいというわけでないのは、パリジェンヌのおしゃれに限りま

せん。エルメスの調香師の書いた、香水づくりについての本を翻訳したことがあります。

もっとも印象に残ったのが、つぎのことでした。調香師としてのキャリアを重ねれば重ね

るほど、材料に使う香料の種類（数）が少なくなったのです。その厳選された香料の組み

合わせで、調香師は歴史に残る名香を創りました。 

 小説や映画でも、すぐれた作家ほど、新しいことや自分のよく知らないことについて好

奇心旺盛であるいっぽう、それを取り入れるときには、とても慎重です。新しいものに関

心を持たないわけではなく、新しいものが出てきたら、試しては、みるのです。パリジェ

ンヌが「ちょっと、いいな」と思った服をぜんぶ試着してみるのと同じ。しかしそれを自

分が使いこなせるかどうかは、別の判断です。限られた材料を使いこなして、だれも到達

できないところにまでたどり着く。この使いこなす感じを喚起力高く表すのが「自家薬籠

（じかやくろうちゅう）のもの」という日本語の表現です。 

 資源（自分が使いこなせる服や香料）を厳選して集め、決めた方針に沿って（割り切っ

て）管理し、最大の効果を上げるように営む。パリジェンヌのおしゃれもエルメスの香水

も、グローバルに強いブランドを支えるのは、「経営（マネジメント）」の力です。 

石川 正敏（いしかわ まさとし） 

准教授 

専門分野／情報科学、データベースシステム 

 

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科を単位取得退学。

博士(工学)。東京農工大学大学院工学府情報工学専攻ユビキ

タス&ユニバーサル情報環境専修特任助教、東京成徳大学経営

学部助教を経て、平成25年現職。 

 
著書：「地域研究のための現地情報収集支援システム」アジア

遊学, 勉誠出版 No.113 

 

ユビキタス・ラーニングの実現に向けて 

 今回は私が現在行っている研究の紹介をします。ご存知の方も多いと思いますが、タイ

トルのユビキタスとは、「同時にどこにでもある」という意味で、ITの世界ではコンピュー

タの存在を意識させない環境を表すユビキタス･コンピューティングが有名です。つまり、

ここで目指すユビキタス・ラーニングとはいつでもどこでも学習可能な環境のことです。 

 多くの反復練習が必要な語彙（ごい）学習は、このユビキタス・ラーニングに適した対

象といえます。少しの空き時間に場所を選ばない語彙学習を実現するために、iPodなどの

モバイル機器の利用を想定し、そのためのツールを開発しました。語彙学習では、単語帳

のように単に綴りと意味だけを眺めるより、発音や単語を連想させる絵や動画も同時に見

たり聞いたりした方がより高い学習効果が得られることを幾つかの実験で確認しています。

ただし、このような動画や音声からなる教材は学習したい単語と意味を組み合わせた数だ

け必要であり，教員など一部の人々だけで用意するには限界があります。そこで、現在行

っている研究では、学習者自身が、絵あるいは5秒程度の動画を用意すれば、発音や字幕を

つけた教材を簡単に作ることのできるツールを開発しました。さらの学習者同士で教材の

交換や教材の評価を行うことを支援するためのウェブサイトも構築しています。今後は、

このような教材による語彙学習の効果を高めるために、学習者による教材評価や教員から

のアドバイスを有効に活用するための方法について検討します。 

 ユビキタス・ラーニングは、いつでもどこでもというだけではなく、ウェブサイトによ

る教材共有のように、だれとでもつながって教え合うことのできる学習環境であると考え

られます。このような学習環境は、インターネットや無線通信網が整備され多様なコミュ

ニケーションが可能になったからこそ実現できるものです。今後は，語彙学習以外の分野

における学習でも利用され、教え合うことによる新しい知識の共有や発見、さらには学習

動機の向上と継続につながれば嬉しく思います。 

 

バングラデシュの旅行記 

 2010年10月、機会にめぐまれバングラデシュでの野外調査に同行しました。今回は、研

究等の堅い話は抜きにして、バングラデシュの様子などを書いてみようと思います。 

 バングラデシュと聞いても国名だけしかしらないという人も多いと思いますので、まず

は簡単にご説明します。バングラデシュは、インドの東側にあり、日本の4割程度の面積に


